


















































































































東呆市：1908年神戸市：1908年 熊本市：1907年 札幌区：1909年 佐渡郡：1909年
人　　口 人　　口 人　　口 人　　口 人　　口
女 753，002人 ユ63，597人 28，109人 27，194人 55，641人
男 873，101 176，727 26，449 29，155 52，599
計 1，626，103 340，324 54，558 56，349 108，240
有業者 有業率 有業者 有業率 有業者 有業率 有業者 有業率 有業者 有業率
女 125，404人1＆7％ 26，132人16．O％ 6，043人 21，5％ 4，517人 16．6％ 29，391人52．8％
男 567，72564．8 116，11765．7 14，285 54．O 17，431 59．8 34，672 65．9
計 693，12942．6 142，24941．8 20，328 37．3 2I，948 39．O 64，063 592
業者十僕蝉 有業率 有業者十僕碑 有業率 有業者十僕碑 有業率 有業者十僕蝉 有業率 業者十僕蝉 有業率
女 184，762人24．5％ 34，150人20．9％ 7，721人 27．5％ 5，874人 21．6％ 29，920人53お％
男 575，23565．9 116，51665．9 14，381 54．4 17，519 60、ユ 34，719 66，O
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































総数 独立者 役員 助業家族 労働者
工業 2，651 862 5 924 860
衣服身装及装飾に関する工業 975 592 2 298 83
和服裁縫業 591 461 O 111 19
飲食料品及嗜好品製造業 854 75 O 363 416
煙草製造業｛豆腐製造業 399 O O 0 399
162 31 O 125 6
綿及糸類製造業 250 22 1 227
生糸及生糸撚糸製造業 ユ98 3 O ・　l1・・
染物機織及編物業 226 106 120
木綿織物業 135 75 O 30 30
商業 3，043 1，138 24 1，547 334
飲食料品及嗜好品商 1，110 418 686 6
菓子商｛煙草商 454 232 0 221 1
104 55 O 48 1
宿屋・飲食店・遊戯場 978 281 0 389 308
宿屋業 274 36 O 96 142
飲食店業 220 39 0 126 55
女理髪業 121 102 O 12 7
下宿屋業 117 68 O 46 3





独身者 有配偶者 寡婦 独身者 有配偶者 寡婦配偶関係別人数（A）
2，148 2，664 150 1，109 4，939 1，222
有業者数（B） 1，335 658 90 661 1，542 718
有業率（B／A） 62－2％ 24．7％ 60．0％ 60．3％ 31．2％ 58．8％
就業分野 330357560 25037310 373317 190192234 57190425 282303105
出所）島大四郎「熊本市民の年齢対身分職業別」『統計集誌」第322号，1908隼，34－35ぺ一ジ螂
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守学校が設立され，小学生の勉強と弟妹の世話
を両立できるような支援策も講じられた21〕。
　工場内保育所や民間保育所が設置されたとは
いえ，量的には絶対的に不足していた。こうし
た環境の中で，工場労働者の世帯では，様々な
手をつくして就労と育児を両立させてきた。子
供の育つ環境や，家庭のあり方を問題にした人
たちの中には，子どものいる女性の就労を禁止
すべきであるとさえ発言したものもいる別〕。こ
うした就労と家庭の両立を支援するシステムが
決定的に不足している状況の中で，経済成長に
よって夫の賃銀水準が向上し，家計に余裕が出
てきた世帯では，夫よりも賃銀水準が低い妻が
就労をやめる選択をするのは当然といえる。ち
なみに，工場労働者家族が夫の収入だけで家計
を賄えるようになったのは，全国的には1930年
頃である鴉〕。この時期，図2にあるように，女
性の有業率はさらに低下し，曲線のM字の谷は
さらに下方に移動している。
　　　　　　　　　　　注
1）平成6年の人数で，正確には2694万人である。総務
　　庁「労働力調査」による。出典は労働省婦人局編
　　r平成7年版　働く女性の実情』財団法人　2ユ世紀職
　　業財団刊，1995年。
2）拙稿「工業化社会が生んだM字型就労」r女性』（ア
　　サヒグラフ別冊　シリーズ20世紀2）朝日新聞社，
　　ユ995年。
3）森戸辰男「日本に於ける女性職業問題」社会政策学
　会編纂r婦人労働問題』同文舘，1919年，134ぺ一
　　ジ。同書の復刻版として，社会政策学会史料集成編
　　纂委貝会監修r婦人労働問題』社会政策学会史料集
　　成12，御茶ノ水書房，I978年，『婦人労働問題』近
　代女性文献史料簑書がある。
4）梅村又次他著『労働力（長期経済統計2）’東洋経
　　済新報社，1988年，154ぺ一ジ。
5）「僕蝉」という用語も，後に出てくる「女中」も
　　「下男」「下女」も現在では「差別語」とされ，「家
　　事使用人」という用語が使用されることが多い。家
　　内の仕事をする使用人の名称は，時代とともに変遷
　　してきれ奥田暁子の研究「女中の歴史」によれば，
　　「女中」という言葉が用いられるようになったのは
　　明治の末ごろからで，それまでは「下蝉」あるいは
　　「下女」の呼称が用いられていた（丁女と男の時空一
　　日本女性史再考　V園ぎ合う女と男一近代』藤原書
　　店，1995年）。本稿では，これらの用語が，その時
　　代の雇用関係の内実を表わすと考え，そのまま使用
　　する。
6）熊本市は，相原重政「熊本市職業調査の結果（3）」
　　r統計集誌』354号，1910年，26ぺ一ジ。神戸市は，
　　相原重政「神戸市市勢調査の結果（3）」丁続計集誌』
　　360号，1911年，2ぺ一ジ。
7）僕碑は，数から言えば，何でもやる「下女」が一番
　　多く，ついで子守・飯焚きがこれにつぎ，仲働・小
　　間使，乳母などは少ない。森戸前掲論文「日本に於
　　ける女性職業問題」132ぺ一ジ。
8）森戸辰男も，僕脾を有業者に含めていないことを批
　　判している。同論文，13ぴ131ぺ一ジ。
9）ちなみに，1920年のr第一回国勢調査』によると，
　　家事使用人の総数は約58万人で，これは女性有業者
　　全体の6％にみたない。1930年の比率は約6．6％で
　　ある。尾高僅之助「二重構造」中村隆英・尾高僅之
　　助編r二重構造』（日本経済史6）岩波書店，1989
　　年，141ぺ一ジ。
10）相原重政「神戸市市勢調査の結果（3）」『統計集誌』
　　第364号，1911年，5ぺ一ジ。
11）尾高痩之助は1930年の国勢調査に基づき，女中の産
　　業別分布を明らかにしている。一世帯あたりの女子
　　家事使用人数は，おそらく世帯あたり平均所得の順
　　位と相関しており，法曹関係者，医者，教師，文筆
　　家が上位を占める。また女中の産業別分布をみると，
　　物品販売商が23．65％，農工が13．77％，無業が
　　1093％，医療が674％，教育が554％と上位五位を
　　占める。尾高前掲論文，142ぺ一ジ。
12）相原前掲論文「神戸市市勢調査の結果（4）」r統言十
　　集誌』361号，1911年，13－14ぺ一ジ。
13）奥田前掲論文「女中の歴史」，377ぺ一ジ。
14）相原前掲論文「熊本市職業調査の結果（3）」，30－
　　31ぺ一ジ。
15）尾高前掲論文，136ぺ一ジ。
16）拙稿「日本における女性保護規定の成立　一1911年
　　工場法成立前史一」r阪南論集’（人文　自然科学編）
　　趾3．1995年。
17）1903（明治36）年設立の鐘淵紡績株式会社兵庫支社
　　の幼児保育舎が，その水準の高さでもよく知られて
　　いるが，日本で最初の工場内保育所は，1894（明治
　　27）年に大日本紡績株式深川工場に設置された。つ
　　づいて鐘淵紡績株式会社東京工場が1902年に設置し
　　ている（上笙一郎・山崎朋子r日本の幼稚園』理論
　　社，1974年，131ぺ一ジ）。
18）間宏監修・解説r工場法」日本労務管理史資料集第
　　1期第2巻，五山堂書店，1987年所収，「工場法案調
　　査資料」61ぺ一ジ。高松市のマッチエ場では「幼児
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　　保育所」が設置されていた（浦辺史・宍戸健夫・村
　　山祐一編r保育の歴史』青木書店，1981年，20ぺ一
　　ジ）。
19）神戸の工場地帯では，両親とも働いており，子ども
　　たちは日中放置されていた。こうした子どもたちの
　　姿に心を痛めたトムソン夫人は，1895年に隣善幼稚
　　園を開き，幼児の保育を始めた。すると幼い弟妹を
　　背負って，子守をしながら来るものもいたので，別
　　に乳児保育も行なった（神戸史保育園運盟編集・発
　　行r神戸の保育園史’1977年，32－33ぺ一ジ）。
20）東京の公園には4歳から8歳くらいまでの子どもたち
　　が，昼間200から300人放置され遊んでいたという。
　　東京本所の若宮公園に子どもを連れてきた親は，
　　「子どもの置場に困ったあげく，朝仕事に出る前に
　　5，6銭の小遣いを渡して，ここ若宮公園に連れて
　　きておく」のだという（永畑道子r炎の女一大正女
　　性生活史一j新評論，1981年，62ぺ一ジ）。
21）乳幼児の子守をする子どもたちに就学の機会を与え，’
　　乳幼児の保育方法を教えることを目指した子守学校
　　は，1874（明治7）年ごろから試みられていた。寺
　　小屋が子守学校に発展したものに，新潟静修学校が
　　ある。1890（明治23）年に，赤沢鐘美夫妻が，新潟
　　市の工場地帯に寺小屋式の私塾を開いたが，そこに
　　通ってくる子どもたちの中には，幼い弟や妹を連れ
　　てくるものもいた。子どもたちは学習に身がはいら
　　ないので，別室に幼いものたちを集めて保育するよ
　　うになった。それを伝え聞いた人たちが，幼児を預
　　かってくれるように懇願したので，幼児の数は数十
　　名に達したという。やがて1908年には守孤扶独幼稚
　　児保護会を設立し，一般にも公開して希望者を受け
　　入れるようになった。1886（明治19）年に神戸に開
　　かれた間人（はしうど）幼児保育場は，弟妹の面倒
　　をみなければならないために就学できないものや，
　　幼い弟妹を背負って通学する子どもたちの様子をみ
　　かねて，兄や姉の就学を助ける目的で設立された
　　（前掲書r神戸の保育園史』，19－22ぺ一ジ）。
22）労働保護に関する国家干渉の範囲について論じた伊
　　藤正は，子どものいる女性は育児の大任を負ってお
　　り，健全な国民を得るためには，その大任を全うす
　　べきであるという理由から，子どもをもつ女性の就
　　労禁止を主張した（伊藤正「労働保護に関する国家
　　干渉の範囲について論ず」『早稲田学報』22号，
　　1898年）。
23）拙稿「日本における性別役割分業の形成」荻野美
　　穂・田迎玲子・姫岡とし子・千本暁子・長谷川博
　　子・落合恵美子r制度としての＜女〉’平凡社，
　　1990年。
（1996年6月20日受理）
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